
112 知的資産創造／2005年1月号

企業の経営企画などの管理部門、情報システム部

門のキーパーソンを対象に標記のセミナーを開催し

た。台風の翌日だったが、セキュリティへの関心が

高く、当初の予定より20人ほど多い79人が出席され

た。本セミナーは、オフィスの環境改善に焦点を絞

り、2005年から施行される個人情報保護法への取り

組み方や、NRI（野村総合研究所）グループのソリ

ューションを提言することで、今後の企業経営の戦

略立案の手助けとなることを目的としている。

まず基調講演として、NRIのビジネスイノベーシ

ョン事業部長の金森剛と同部コンサルタントの堀内

隆明が、｢個人情報保護法に向けたリスクマネジメ

ントと実例」と題し、以下の４点について述べた。

①企業における個人情報という情報資産の価値への

認識とリスク管理手法、②これまでに起きた個人情

報漏洩事件と各企業が受けた損害、③個人情報保護

法に対し各省庁が示しているガイドラインと第三者

機関認証制度、④個人情報保護法対策を進めていく

うえで必要不可欠となる項目。特に出席者の興味を

引いたのは、各業界・企業の情報セキュリティに対

する投資額と、セキュリティ対策を行ううえで「経

営者の参加」｢教育」｢労務対策」をバランスよく行

うことの重要性である。

続いて、NRIデータサービスの孕石幸弘が、｢認

証・証跡管理を支える情報漏洩対策ソリューショ

ン」と題し、セキュリティ対策をシステムで捉える

ことと、システムによるセキュリティ対策には限界

があることについて注意を促した。システムによる

認証管理による防止対策と、同じく証跡管理による

抑止対策が、セキュリティレベルを維持するうえで

必要であると語った後、現状の情報出入り口の見直

しとシステム運用が重要であることを訴えた。ま

た、NRIデータサービスの「セキュリティクイック

アセスメント」の紹介と提案を行った。

最後に、NRIデータサービスの池原芳宏が、｢個

人情報保護に対応した電子メールシステムのあり

方」と題し、ビジネスコミュニケーションツールと

して必要不可欠となった電子メールシステムに対応

する情報漏洩対策ソリューションを紹介した。今や

企業における電子メールは、生産性を向上させるう

えで必須であるのはいうまでもないが、反面でセキ

ュリティ上の故意過失による事故は後を絶たないの

が実情である。万が一の事態が起きた場合を想定し

た仕組みが必要として、NRIデータサービスの「ア

ーカイブソリューション」の提案を行った。

本セミナーはセキュリティへの感心の高さを再確

認する結果となったが、当日実施したアンケートで

は、企業によって取り組みと具体的施策の実施状況

に格差があるという興味深い結果が得られた。この

アンケートの結果、およびセミナーで用いた資料は

NRIデータサービスのホームページ（http://www.

nridata.co.jp/）で公開している。なお、次回のセミ

ナーは、｢個人情報保護法施行に向けた直前対策」

をテーマに、１月下旬の開催を予定している。詳し

くは上記のホームページを見ていただきたい。
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